
平成27年度 新規事業候補箇所説明資料
【高規格幹線道路】

資料 ２

①一般国道13号（東北中央自動車道）横堀道路

②一般国道13号（東北中央自動車道）新庄金山道路

③一般国道158号（中部縦貫自動車道）大野油坂道路（大野・大野東区間）

④一般国道3号（南九州西回り自動車道）阿久根川内道路
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湯沢市
秋田県
全国

・他方、ネットワーク化が遅れている湯沢市では、

企業進出に大きな遅れが発生（図７、図８）

横堀道路
よこぼり

一般国道１３号（東北中央自動車道） 横堀道路に係る新規事業採択時評価

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

※１： EIRR：経済的内部収益率
※２：基準年（H26年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）
※３：東北中央自動車道（横手～新庄）間における事業中区間を含めた費用便益比（Ｂ／Ｃ）：１．２

よこぼり

B/C EIRR※1 総費用：92億円※2 総便益：107億円※2

1.2 4.9%
・事 業 費：77億円

・維持管理費：15億円

・走行時間短縮便益：73億円

・走行費用減少便益：26億円

・交通事故減少便益： 8億円

・冬期の幅員減少や路面凍結による速度低下などの課題を抱える豪雪地域（湯沢市）において、雪に強いネットワークを確保

・信頼性の高い道路ネットワークが延伸されることで速達性が確保され、自動車関連部品の製造工場や運送業などの民間投資を促進

・起 終 点：秋田県湯沢市下院内

～秋田県湯沢市桑崎

あきた ゆざわ しもいんない

・全体事業費：約１１５億円

・計画交通量：約４，８００台／日
乗用車 小型貨物 普通貨物

約２，３００台/日 約６００台/日 約１，９００台/日

あきた ゆざわ くわがさき

１．事業概要

２．課題

図４ 冬期速度の低下と事故多発箇所
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横堀道路
3.7ｋｍ

凡 例

図２ 事業位置図

図５ 移動時間のバラツキが
大きい冬期交通

効果３ 病院アクセス負担の軽減 ［○］
・高速ネットワークの整備により、医療施設までの通院時間を短縮

効果２ 民間投資の促進 ［◎］
・高速ネットワークの整備により、企業進出などの民間投資を促進

効果１ 豪雪地の交通機能の確保 ［◎］
・通過交通の転換により国道１３号の交通事故が減少し、地域交通の安全性向上に寄与

３．整備効果

湯沢市院内地区～雄勝中央病院（湯沢市）間の所要時間
現況（冬期）の所要時間：平均３４分 → 整備後：平均３２分（２分短縮）

早期に高規格道路が整備された横手市の実例 Ｈ１４からＨ２６まで １２企業進出

出典：H25国道事務所資料
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②地域経済を支える企業進出の遅れ

・東北中央道と秋田道のネットワーク化に伴い、

横手市では広域アクセス性が格段に向上し、自動

車関連部品の製造工場や運送業など様々な業種

の企業立地が進んでいる

写真１ 冬期の幅員減少

平成２６年２月１８日

至 新庄

至 秋田

図９ 高齢化が早く進む湯沢市

・延 長 等：３．７ｋｍ
（第1種第3級、2車線、設計速度80km/h）
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出典：プローブデータ
［通常期］H25.4～H25.11の平均値
［冬期］H26.1真冬日の平均値

※真冬日：最高気温0度未満

出典：ITARDA事故データ（H21-H24）
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0 5㎞

図６ 冬と事故に不安を
感じる住民

雪に起因
した課題
(約７割)

③高齢者医療を支える病院アクセス

・湯沢市は、全国より早いスピードで高齢化が進展

・冬期の道路の低い時間信頼性は、乗り合いタクシーなどの公共

交通機関の遅れを招くなど、高齢者の通院負担が増大（図５、９）

ゆざわ

①豪雪地における交通機能の低下

・湯沢市は、秋田県内でも有数の豪雪地域 （図３）

出典：H25地域住民アンケート(湯沢市外3市町）

出典：国道１３号（横手市～湯沢市）
対象延長は約３０ｋｍ
プローブデータより分析
(H25.10とH26.1の1カ月間データ)

図７ 企業進出が進まない湯沢市

（出典：秋田県）
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※出典：
(現 況)国道13号と湯沢横手道路(雄勝こまちIC

～湯沢IC)経由 冬期の平均所要時間
（整備後)横堀道路と湯沢横手道路(下院内IC

～湯沢IC)経由 冬期の平均所要時間

よこて

図８ 企業進出が遅れた湯沢市
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事故の課題
(約２割)

・利用者が感じている交通課題は、冬期の速達性、快適性、信頼性や事故に集中（図６）

・対象区間には、県内の国道１３号でワーストクラ

スの事故多発箇所

が２つ存在するほ

か、冬期の幅員減少

や路面凍結により速

度低下や移動時間

のバラツキが発生

（写真１、図４、図５）

事故多発箇所 現況：２箇所 → 整備後：０箇所

図３ 豪雪地域の湯沢市
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一般国道１３号（東北中央自動車道） 横堀道路に係る新規事業採択時評価
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・都市間移動の速達性向上により、工場等の立地条件が
改善することで、企業進出と雇用を喚起
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・不定期に頻発する運搬排雪による交通機能の低下を解消することで、天候に左右されない日常生活の円滑な移動を確保
・福島市～山形県北地域を結ぶ高速ネットワークが延伸されることで、工場等の立地条件が改善し企業進出と雇用を喚起

一般国道13号（東北中央自動車道） 新庄金山道路に係る新規事業採択時評価
しんじょうかねやま

３．整備効果

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

※１： EIRR：経済的内部収益率
※２：基準年（H26年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）
※３：東北中央自動車道（横手～新庄）間における事業中区間を含めた費用便益比（Ｂ／Ｃ）：１．２

B/C EIRR※1 総費用：140億円※2 総便益：175億円※2

1.3 5.4%
・事 業 費：121億円

・維持管理費： 18億円

・走行時間短縮便益：121億円

・走行費用減少便益： 38億円

・交通事故減少便益： 16億円

効果１ 積雪期の交通機能の確保 ［◎］

図８ 工場立地が進む新庄中核工業団地

出典：新庄市商工観光課

１．事業概要

乗用車 小型貨物 普通貨物

約5,100台/日 約1,100台/日 約2,200台/日

・起 終 点 ：山形県新庄市大字昭和～

山形県最上郡金山町大字朴山

・延 長 等 ：５．８ｋｍ
（第1種3級、2車線、設計速度80km/h）

・全体事業費 ： 約１７５億円

・計画交通量 ： 約８，４００台/日
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凡 例

②H18.11開通 ③H26.11開通

図２ 事業位置図

①H11.11開通

図５ 減少する金山町の事業所数と新庄市に流出する従業者

②人口減少・地域外への流出が進む中山間地域の維持

効果２ 企業進出・雇用の喚起 [◎]

図７ 高速道路に近接する
新庄中核工業団地
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２．課題
➀積雪期の著しい交通機能の低下

・当該箇所の最上地域は県内有数の豪雪地帯

・冬期は堆雪により道幅が狭くなり、速度低下に伴う渋滞が発

生、交通の定時性・速達性が低下（写真１、図３）

・通行規制を伴う運搬排雪区間の延長は、並行現道の約半分

（直轄国道の運搬排雪延長は山形県が本州１位）

・運搬排雪は、天候等により不特定の日時に行われるため、

利用者は通行規制を想定した行動を常に強いられている

（写真２、図４）
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かねやま

写真１ 堆雪によるすれ違い困難

至 新庄市

至 湯沢市2014/12/26

図４ 不定期に頻発する運搬排雪
に伴う通行規制（H25年度）
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写真２ 運搬排雪
※
に伴う通行規制

②地域社会旅
行
速
度

通
常
期

下り
上り

冬
期

下り

上り

図３ 冬期走行速度の低下と運搬排雪区間

運搬排雪区間 運搬排雪区間

主要渋滞区間

通行止め箇所
（H16.4～H26.3）

主要渋滞箇所

金山町新庄市 運搬排雪区間

0～20Km/h
20～30Km/h
30～40Km/h
40～50Km/h
50Km/h以上

集落
都市計画用途区域

出典：プローブデータ ［通常期］H25.4～H25.11の平均、
［冬期］H25.1降雪日の値

0 2㎞

車道幅員（m） 8.5 8.0～8.5 7.5 8.0～8.5 7.3

※道路脇に堆雪した雪を除雪機械で切り崩し、
トラックに積込み、運搬除去する作業

出典：現況（通常期）：国道13号（新庄市役所～国道344号交差点）のプローブデータ（H25.10）
現況（運搬排雪時）：国道13号（新庄市役所～国道344号交差点）のプローブデータ(H26.1の運搬排雪実施日）
整備後（通常期）：昭和～国道344号交差点間のみ新庄金山道路の80㎞/hを使用
整備後（運搬排雪時）：昭和～国道344号交差点のみ開通済区間の尾花沢新庄道路のプローブデータ

（H26.1の運搬排雪実施日）を使用

金
山
町
民
の
日
用
品
買
付
け
先
の
割
合

2014/12/23至 新庄市

至 湯沢市

運搬排雪実施日２９日

新庄市役所～国道３４４号交差点間の所要時間（高規格道を利用）

現況（通常期）：24分 → 整備後：16分 （ 8分短縮）
現況（運搬排雪時）：29分 → 整備後：19分 （ 10分短縮)

・金山町では事業所が減少し、従業者も隣接市等の企業へ流出（図５）

・食料品や日用雑貨等を購入する商業施設がなく、隣接市へ

依存 （図６）

・地域の生活負担の軽減、産業・雇用の創出のため、冬期の

速達性、信頼性の向上が課題

・高速道路ネットワークの整備により、速達性が確保され、日常生活の
円滑な移動を確保

高規格道路の整備が進む新庄中核工業団地の実例
（整備前） ２８企業（Ｈ１０）
⇒ （整備後） ４２企業（Ｈ２６） 約２倍増 （図７、８）
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ま

と
び
の
も
り

H20.3開通

主要渋滞区間

橋梁
約140m

橋梁
約20m

トンネル
約270m

橋梁
約55m

橋梁
約15m

（県
）仁
田
山
平
岡
線

運搬排雪区間

運搬排雪区間

運搬排雪区間

0 1㎞

至

山
形

至

秋
田

至

山
形

金山町
山形県

新庄市

真室川町

鮭川村

う
わ
だ
い

上
台
峠

H22:4,658台/日

H22：8,624台/日

明安小学校

金山高校
金山中学校

町立金山
診療所

金山消防支署

金山小学校

金山町役場

一般国道13号（東北中央自動車道） 新庄金山道路に係る新規事業採択時評価
しんじょうかねやま

全体延長 ：5.8㎞
土工延長 ：5.3㎞（91％）
橋梁延長 ：0.2㎞（ 4％）
トンネル延長：0.3㎞（ 5％）

新庄金山道路

岩手県

秋田県

山形県 宮城県

しんじょうかねやま

凡 例

対象区間

調査中

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

主要渋滞箇所

通行止め箇所（H16.4～H26.3)

集落

都市計画区域

都市計画用途区域

トンネル構造

橋梁構造

H22道路交通センサス（台/日）交通量台/日

（単位：ｍ）

土工部

13.5

2.5 3.5 3.5 2.51.5

橋梁部（長大橋）

12.0

1.75 3.5 3.5 1.751.5

トンネル部

12.0

1.75 3.5 3.5 1.751.5

山
形
県
最
上
郡

金
山
町
大
字
飛
ノ
森

【縦断図】

標高150m

標高250m

標高100m

標高200m

至

山
形

0

しんじょうかねやま

新庄金山道路

延長 5.8kｍ

しゅねざか

主寝坂道路

1 2 3 4 5 6 7 8 9

しょうわ

（仮）昭和IC
橋梁
約140m橋梁

約20m

かねやまみなみ

（仮）金山南IC

至

秋
田

延長 9.9㎞

と
び
の
も
り

橋梁
約15m

山
形
県
最
上
郡

金
山
町
大
字
朴
山

や
ま
が
た

も
が
み

か
ね
や
ま

ほ
お
や
ま

H20.3開通

kp

や
ま
が
た

も
が
み

か
ね
や
ま

1:20

1
:1

山
形
県
新
庄
市
大
字
昭
和

や
ま
が
た

し
ん
じ
ょ
う

し
ょ
う
わ

（起） （終）

約270m

橋梁
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（仮）金山IC

【標準横断図】
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一般国道１５８号（中部縦貫自動車道）大野油坂道路（大野・大野東区間）に係る新規事業採択時評価

２．課題

３．整備効果

１．事業概要

図１ 広域図

・延 長 等：５．５km （第１種第４級、２車線、設計速度 ６０km/h）

・全体事業費：約２０５億円

・起 終 点：福井県大野市中津川～福井県大野市下唯野
おお の なか つ がわ おお の しも ゆい の

おお の あぶらさか おお の おお の ひがし

図２ 事業位置図

➀災害に対し脆弱な道路ネットワーク

・北陸道と東海北陸道間のアクセスを改善し、広域観光ルートの形成および物流などの企業活動を支援

・分娩医療施設へのアクセスや豪雪時にも地域が孤立しないネットワークの確保など、地域住民の安全・安心を確保

効果１ 災害に強い道路ネットワーク [◎]

・北陸自動車道・国道８号が通行止めになった場合に

おいても、災害に強い道路ネットワークの代替機能を

確保（図３）

・計画交通量：約８，７００台／日

効果２ 交流人口の拡大による地域活性化 [◎]

・大野市和泉地区から高次医療施設への移動負担の

軽減

・北陸道、国道８号は大雪・大雨により頻繁に通行止め

が発生（１０年で２０回）（図３）

・長時間にわたる南北交通の麻痺により、観光、物流

に影響（芦原温泉のキャンセル：２０００人／年、鮮魚

出荷の取りやめ 等）（図３）

ちゅう ぶ じゅう かん

②観光資源間の連携不足

大野市和泉地区から福井大学医学部付属病院の所要時間

現況 69分 → 全線開通時 50分（19分短縮）

・大野市域には、多くの観光資源が散在する一方、

中京、近畿圏からのアクセス性が低く、観光客の

伸びは他地域に

比して低調

（観光バスツアー

の空白地）

（図４・５）

大野市～名古屋市間の所要時間
現況 2時間45分 → 全線開通時 2時間4分（41分短縮）

・高速ネットワークの整備により、奥越地域への観光客が

増加（図７）

・首都圏、中部圏へのアクセス性が向上し、物流・観光面

において活性化が期待（図８）

効果３ 安全・安心な医療アクセス性の確保 [○]

大野油坂道路
（大野・大野東区間）

おおの

図３ 災害発生時のリダンダンシー機能

大雪により
北陸自動車道
・国道８号が

通行止め

大野油坂道路の整備で
東海北陸自動車道と接続→複数ルートを確保

芦原温泉で約2000人
がキャンセル

鮮魚の出荷
とりやめ

あわら

おおの いずみ

おくえつ

おおの

おおの いずみ

乗用車 小型貨物 普通貨物

約3,800台/日 約1,100台/日 約3,800台/日

図４ 名古屋発日帰りバスツアーの主なルート

名古屋市

現在のバスツアーの主なルート

（現況：H26プローブデータ）

大野市～東京都間の所要時間
現況 7時間56分 → 全線開通時 6時間6分（110分短縮）

おおの

あわら

0

500

勝山市 大野市

1,491

2,038

1,702

1,522
1,500

2,000

H13
H25

千人

出典：福井県観光客入込数

図５ 大野市及び勝山市の観光客入込数
※１： EIRR：経済的内部収益率

※２：基準年（H26年）における現在価値を記載 （現在価値算出のための社会的割引率：4%）

※３：中部縦貫自動車道（福井北～白鳥）間における事業中区間を含めた費用便益比（B／C）：１．３

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

B/C EIRR※１ 総費用：161億円※２ 総便益：319億円※２

2.0 8.5%
・事　 業　 費：141億円
・維持管理費： 20億円

・走行時間短縮便益：243億円
・走行経費減少便益：  63億円
・交通事故減少便益：  13億円

③医療へのアクセス性困難

・奥越地域（大野市・勝山市）には高次医療施設がなく、大野市和泉地区から１時間以上を要す

さらに、分娩医療施設が撤退するなど、医療施設へのアクセス性確保が課題

・並行する国道158号は、積雪時の大型車スタックに伴う

交通支障が度々発生（５年間で７回発生）、事故率も

高い（県国道平均の１．４倍）（図６）

おくえつ おおの かつやま

0万人

10万人

20万人

30万人

40万人

50万人

60万人

70万人

80万人

90万人

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

県外客

県内客

永平寺参道ＩＣ～

永平寺ＩＣ開通

（H19.3）

上志比ＩＣ～

勝山ＩＣ開通

（H21.3）

勝山ＩＣ～

大野ＩＣ開通

（H25.3）

供用済みの永平寺大野道路沿線
の恐竜博物館は増加傾向。特に
県外客は10年前の5.5倍に増加

図７ 恐竜博物館の入込客数の推移

図８ 高速交通ネットワークの形成

大野市

名古屋市

東京都41分
44km

110分
134km

名神
高速道路

中部縦貫
自動車道

中央自動車道

東
海
北
陸

自
動
車
道

北
陸

自
動
車
道

長
野

自
動
車
道

短縮

短縮

ルート 大野市～名古屋市 大野市～東京都
現在の利用ルート 183km 535km
全線開通後の利用ルート 139km 401km

図６ 冬期交通の確保

国道１５８号
２車線で幅員狭小区間

大野IC

大野東IC
（仮称）

国道158号の迂回路
として冬期交通を確保

至 岐阜県

至 福井市

凡例
スタック箇所

死傷事故箇所

・現況の国道158号に障害が発生した際、迂回路として機能し、冬期交通を確保（図６）

おおの いずみ
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標準横断図

（一般部）

（橋梁部）橋長50m未満

（単位：ｍ）

（橋梁部）橋長50m以上

至 福井市

至 福井市

至 岐阜県

一般国道１５８号（中部縦貫自動車道）大野油坂道路（大野・大野東区間）に係る新規事業採択時評価
おお の あぶらさか おお の おお の ひがしちゅう ぶ じゅう かん

全体延長：５．５ｋｍ
土工延長：５．０ｋｍ（９１％）
橋梁延長：０．５ｋｍ（ ９％）対象区間

冬期スリップ多発区間
最急縦断勾配 6.9％
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１．事業概要

・災害時等の避難路、緊急輸送道路の確保

・九州縦貫自動車道の通行止時の代替機能を確保

２．課題

・起 終 点： 鹿児島県阿久根市鶴川内

～鹿児島県薩摩川内市水引町

・延 長 等： ２２．４km
（第１種第３級、４車線、設計速度 ８０km/h）

・全体事業費： 約１，０５０億円

・計画交通量： 約１９,４００台/日

③ ネットワーク未整備による観光交流の限界

あ く ね

さつ ま せんだい

あ さ ひ あ つ み

一般国道３号 （南九州西回り自動車道）阿久根川内道路に係る新規事業採択時評価

つるがわうち

みずひきちょう

３．整備効果

あ く ね せん だい

・現道の課題箇所を回避し、災害時の避難等においても機能する信頼性の高い高速ネットワークの形成

・少子高齢化社会において、医療アクセス負担を軽減し、地域の安全・安心を確保

・周遊性の向上により、交流人口を拡大し、地域の観光資源を最大限活用することで、経済成長に貢献

効果２ 医療アクセス負担の軽減 ［◎］

効果１ 防災機能の強化 ［◎］

効果３ 交流人口の拡大 ［○］

② 安全・安心な出産を支える

医療アクセスの維持

・九州縦貫自動車道と周遊ネットワークが
形成され、交流人口の増大が期待【図４】

① 災害に対し脆弱な道路ネットワーク

写真１ 法面崩壊状況

・国道３号は、大雨に伴う法面崩壊【写真１】
や路面冠水により、通行規制が再三発生

・九州縦貫自動車道の通行止時には、国道３号
に容量を超える迂回交通が流入し、著しい混
雑が発生【写真２】

・国道３号は大規模震災時には津波浸水の恐れ
があり、緊急輸送道路としての信頼性に課題
【図２】

■大規模地震に対する
ネットワークとしての防災評価

※出水市～薩摩川内市間の整備の有無について評価

図５ 現況の評価レベル

A B C D

①主要都市・拠点間の防災機能評価※

〔出水市～薩摩川内市の評価〕
現況Ｄ → 整備後Ｂ ［◎］

②市町村間等の連結性評価
改善度：1.3 ［○］
弱点度：整備前：1.1

整備後：0.8

B/C EIRR※１ 総費用：813億円※２ 総便益：1,268億円※２

1.6 6.7%
・事 業 費：750億円
・維持管理費： 63億円

・走行時間短縮便益：1,013億円
・走行経費減少便益： 142億円
・交通事故減少便益： 112億円

乗用車 小型貨物 普通貨物

約9,300台/日 約3,600台/日 約6,500台/日

・出水保健医療圏（出水市・阿久根市・長島町）
では、妊産婦の救急対応が困難。緊急時には
薩摩川内市等に搬送されるが、周産期死亡率は
全国の約２倍

高速道路沿線の観光周遊ルート移動時間

現況：260分 ⇒ 整備後：180分

図３ 観光入込客数推移

資料：薩摩川内市、阿久根市、出水市提供資料（H14-H25）
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薩摩川内市は
10年間で
約2倍に増加

阿久根市・
出水市は横ばい

伊集院IC
～市来IC開通

串木野IC
～薩摩川内都IC開通

薩摩川内水引IC
～薩摩川内高江IC開通

市来IC～
串木野IC開通

・南九州西回り自動車道沿線には阿久根温泉、
ツル観察センター等が存在【図４】

・高速道路が接続した薩摩川内市で観光客数が
増加する一方、未接続の出水市・阿久根市では
ほぼ横ばい【図３】

・沿線の魅力ある観光資源を活かしきれていない

〔通行規制：12回／10年〕

八代～鹿児島間の移動時間
通常時：79分 通行止め時：188分

[周産期死亡率：出水保健医療圏：9.2、全国：4.1]

現況：41分 ⇒ 整備後：28分

・阿久根市の第３次救急医療施設60分圏域の拡大

整備前：約１割(約2,500人)
⇒ 整備後：約７割(約16,900人)

写真２ 九州縦貫自動車道
通行止時の混雑

(国道３号経由)

(国道３号経由)

九州縦貫自動車道通行止時の移動時間
（八代～鹿児島間）

現況：188分 ⇒ 整備後：98分

(国道３号経由) 南九州西回り
自動車道経由

南九州西回り
自動車道経由

図１ 事業位置図
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鹿児島県阿久根市鶴川内

鹿児島県薩摩川内市水引町

あ く ね つるがわうち

さつ ま せんだい みずひきちょう
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せ
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だ
い

延
長

22.4

出水阿久根道路
延長14.9㎞

川内隈之城
道路
延長10.2㎞

出水ＩＣ(仮)

高尾野ＩＣ(仮)
野田ＩＣ

阿久根北ＩＣ

阿久根ＩＣ

西目ＩＣ(仮)

大川ＩＣ(仮)

湯田西方ＩＣ(仮)

薩摩川内水引ＩＣ

薩摩川内都ＩＣ

薩摩川内高江ＩＣ

凡 例
開通済区間
事業区間
対象区間

いずみ

たかおの

のだ

あ く ね きた

あ く ね

にしめ

おおかわ

ゆ だ にしかた

さつま せんだいみずひき

さつま せんだいたかえ

さつま せんだいみやこ

せんだいくまのじょう

いずみ あ く ね

阿久根川内道路

図２ 災害時の道路ネットワーク

九州縦貫
自動車道経由 ×

■

■

■
■

×

××

×

×××

×
×
×

×

鹿児島IC

×

×

えびの
JCT

八代JCT

芦北IC

阿久根IC

薩摩川内
水引IC

迂回

迂回

人吉IC

加治木JCT

川内原子力
発電所

××
津波浸水
想定箇所

×：九州縦貫自動車道通行止め箇所
（H24.7.12～13）

×：国道３号通行規制箇所（H17～H26）
■：防災点検要対策箇所
：津波浸水想定箇所×

鹿児島市

日置市

薩摩川内市

出水市
伊佐市

水俣市

芦北町

人吉市

霧島市
姶良市

■費用便益分析結果

※1： EIRR：経済的内部収益率
※2：基準年(Ｈ26年)における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4%）
※3：南九州西回り自動車道（八代～鹿児島）間における事業中区間を含めた費用便益比（Ｂ／Ｃ）：１．４

（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

資料:熊本県観光統計(H25)
各市町村ＨＰ

観光入込客数

単位：千人

5000以上

2000～5000

1000～2000

1000未満

おはらまつり

鹿児島IC

青井阿蘇神社

人吉温泉

えびの
高原

霧島
温泉郷

ツル観察
センター 出水麓

武家屋敷群

霧島市
6693千人

人吉・球磨
3266千人

えびの市
1282千人

湯の児
温泉

八代
2632千人

阿久根市
456千人

長島町
454千人

出水市
811千人

鹿児島市
9392千人

芦北IC

阿久根IC

薩摩川内水引IC

薩摩川内都IC

市来IC

串木野IC

薩摩川内高江IC

整備前
260分（4時間20分)

伊集院IC

水俣・芦北
2800千人

薩摩川内
2657千人

図４ 南九州西回り自動車道、九州縦貫自動車道
沿線の主な観光施設と観光客数

▲ツル観察センター

▲川内大綱引

▲出水麓武家屋敷群

▲阿久根温泉

阿久根温泉

整備後
180分（3時間）

川内
大綱引

地域周産期
母子医療センター

第3次救急医療施設
「鹿児島市立病院」

入来麓
武家屋敷群

・阿久根市から周産期医療施設（薩摩川内市）へ
のアクセス時間の短縮
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阿久根川内道路

鹿児島県

延長２２．４ｋｍ
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薩摩川内高江
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ず
み
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ね

阿久根北～阿久根

H27.3.29開通予定

(2/4)

薩摩川内高江

～薩摩川内都

H27.3.7開通済

(2/4)

至 水俣市

至

鹿
児
島
市

野田

～阿久根北
H27開通予定
(2/4)

(仮)高尾野

～野田
H28開通予定
(2/4)

(仮)出水～

(仮)高尾野
H29開通予定
(2/4)

(仮)出水ＩＣ
いず み

(仮)高尾野ＩＣ

野田ＩＣ

阿久根北ＩＣ

(仮)西目ＩＣ

(仮)大川ＩＣ

(仮)湯田西方ＩＣ

薩摩川内

水引ＩＣ

薩摩川内

都ＩＣ
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の だ

あ くねきた
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おおかわ

ゆ だ にし かた

みずひき

みやこ

薩摩川内

高江ＩＣ
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たか え

川内原子力発電所
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× × × ×

×
××

××
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阿久根ＩＣ
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H22：2,921台/日

H22：14,519台/日

H22：1,325台/日

H22：6,803台/日

H22：17,899台/日

H22：7,774台/日

H22：551台/日

H22：8,224台/日

H22：12,480台/日

H22：1,917台/日

H22：2,511台/日

H22：2,715台/日

H22：4,009台/日

H22：28,174台/日

H22：28,174台/日
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×

×

一般国道３号 （南九州西回り自動車道）阿久根川内道路に係る新規事業採択時評価
あ く ね せん だい

全 体 延 長 ：22.4km
土 工 延 長 ：17.5km(78%)
橋 梁 延 長 ： 3.2km(14%)
トンネル延長： 1.7km( 8%)

至

出
水
市

至

鹿
児
島
市

阿久根
川内道路

熊本県

宮崎県

鹿児島県
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さ つ ま せんだい みやこ

さ つ ま せんだい

さ つ ま せんだい

阿久根市
あ く ね

薩摩川内市
さつ ま せんだい

出水市役所
いずみ

長島町
ながしまちょう

出水市
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阿久根
市役所

あ く ね

薩摩川内
市役所

さつませんだい

済生会川内病院
（地域周産期母子
医療センター）

さいせいかいせんだい

あ く ね せん だい

×
×

標準横断図(単位:m)

8


